
令和５年度第４回草加市みんなでまちづくり会議 

議 事 録 

 

 

１ 開催日時 

  令和６年３月２２日（金）午後３時～午後５時 

２ 開催場所 

  みんなの家 陽だまり 

３ 出席者 

 ⑴ 参加者  １３人 

 ⑵ 進行  熊谷市市民活動センター センター長  

       立正大学・地域連携コーディネーター 生越 康治 氏 

 ⑶ まちづくり活動ご報告 みんなの保健室 陽だまり 服部 満生子 氏 

 ⑷ 事務局 みんなでまちづくり課：藤倉課長、山岸課長補佐、田沼主査、長谷川主事 

４ 会議の議題 

 「だれもが幸せなまちづくり ～若者とできること～ 

 ※ 全４回の第４回目 

５ 公開・非公開の別 

  公開 

６ 傍聴者数  

  ０人 

７ 会議の主な内容 

 〇 みんなでまちづくり会議について みんなでまちづくり課 

 みんなでまちづくり会議は、草加市みんなでまちづくり自治基本条例第２６条の規定により、まちづくり登

録員で構成する会議を開催し、まちづくり計画の提案についてなどの議論により、市民参画を実現する場とし

て開催しています。 

 みんなでまちづくり会議には、①市民同士の話し合いから、市民同士の交流・連携を促進すること、②市か

らの発信・情報共有により、市民活動の活性化を図ること、③市民の皆様から協働の提案をいただき、その提

案について考えることの３つの機能を有しています。 

 みんなでまちづくり会議は、この３つの機能を通じた市民自治とパートナーシップによるまちづくりによ

り、市民参画を実現する場となっています。 

 続いて、本日のみんなでまちづくり会議についてです。 

 今年度のみんなでまちづくり会議では、若い世代を含めた多くの世代が参画できるためのアイディアを発掘

することを目的として開催したところです。一方で、まちづくり活動の現場でお話ししたいというご意見もい



ただいたところです。 

 そこで、本日は、みんなの家 陽だまり を みんなでまちづくり会議の場として、ご提供いただきまし

た。この後、服部様から みんなの保健室 陽だまりの活動やみんなの家 陽だまりを活動拠点とした経緯な

ど、ご報告いただき、これからのみんなの保健室 陽だまりの運営を具体的なテーマとして、お話し合いいた

だきたいと思います。 

 

〇 本日の会議進行について 熊谷市市民活動センター センター長 生越 康治 氏 

 みんなの保健室 陽だまりがどうやって始まったのか、どんな場所なのかについては、この後、服部様からお

聞きします。本日は、こういう場を使って、どんなことが今後考えられるのか、自分ならこういうことができ

る、ここでやってみたいこと等、作戦会議的にわいわいとお話をして、今後のみんなでまちづくり会議につなげ

ていきたいと思います。 

 

〇 みんなの保健室 陽だまりの運営について みんなの保健室 陽だまり 服部 満生子 氏 

 仕事をちょうど辞める時期でもあったことから、居住地域である草加市に帰ってきて、２０１５年にみんなの

保健室 陽だまりとして、住民サイドからの活動を始めました。国が地域包括支援システムを作りましたが、そ

の地域包括支援システムは住み慣れたところで最後まで暮らし続けるのというのが目的です。住み続ける住民が

そういう意識でいるのか少し疑問を感じました。「みんなの保健室 陽だまり」の意味は、みんな"の"ではな

く、みんな"で"保健室をやれば良いという意味が大きいです。ふるさとまちづくり応援基金を申請して始めまし

たが、その頃はお金もなく、場所もないので、喫茶店と活動支援センター、町の薬局等を転々とし、町の中の出

前保健室として活動を始めていきました。その後、昨年の８月２０日にみんなの"家" 陽だまりを開きました。

なぜ、みんなの家 陽だまりを作ったのかというと、お互いに世代間で分断されているのではなく、助け合いな

がら地域の中で暮らし、暮らし続けることが大切であるという考えから居場所が必要だなと思ったからです。そ

れがみんなの家 陽だまりです。 

 みんなの家 陽だまりは、年齢も病気も障害も、全部取り払い、誰が来てもいい場所としています。ですの

で、色々な人が来ます。本日、皆様に議論いただくことがとてもうれしく思っています。皆様にも是非、利用・

活用していただくと、運営も安定するかなと思っております。 

 大きな課題としては、どの様に後継者を作っていくか、繋いてもらうかについて考えていかなければいけない

と思っています。また、今は家賃が生じているので、どのようにお金を生み出すかということも大きな課題です

ので、皆様からも発想豊かにご提案いただけたら、嬉しく思います。みんなでまちづくり会議の場所として 利用

いただき嬉しいですい、引き続き利用してほしいと思います。  

 多くの方がいらっしゃいますが、なかなかお金はいただけません。最大の私の弱点でもあり、課題だと思いま

す。例えば、参加者に３００円いただいていますが、他は１００円若しくは無料でやっている所もあり、高いと

言われることもあります。この地域活動をビジネスにできるといった助言もいただきますが、健康で住みやすい

まちをつくっていきたいとなると、参加者からお金をいただくことは難しく、企業との連携等を新たに考えなけ

ればいけないなと考えています。 



 まちの中に、病気も障がいも関係なく、家族でも会社でもなく、ほっとする空間が健康づくりには絶対に必要

です。健康という概念が、病気の有無ではなく、生き甲斐を持って、笑って暮らせることであると私たちは実感

していますので、そういう場にしていきたいと思います。私たちは、参加者に何かをやっているというよりも、

私たちが生き方などを学ぶことが多いです。例えば、がんの方が月１回集まっています。死にたいという人もな

んとか治療して頑張っていきたいという人も来ます。そういう方とどう接するのかは、その場にいないと学ぶこ

とができません。人がどう生きているかはとても勉強になりますので、是非活用していただきたいと思います。 

 

〇 会議での共有事項 

 ①次の担い手、後継者、次世代 

  ・小学校を誘って、父兄との交流 

  ・多世代で交じり合うような作業、イベント 

  ・子どもの成長の場にもなる子ども食堂 

  ・自分がやっていることを１００％引き継ぐのは無理、自由にやってもらう気持ちで引き継ぐ 

 ②活動資金、お金について 

  ・「住み開き」（２階をまちづくり活動者に貸し出す）にする 

  ・会費の値上げ（会員になるメリットも）、特に企業向け 

  ・カフェ等のイベントに対するネーミングライツ 

  ・子どもの自立、成長に役立つと思えば親はお金を払う 

 ③みんなの家 陽だまりでやってみたい事、アイディア 

  ・１７時以降の活用（公共施設でできないこと、ワインの飲み比べ会など） 

  ・土日や木曜日に何かイベントを開催する 

  ・参加率の低い男性に協力してもらえるように工夫する 

  ・草加市出身のスポーツ選手を呼ぶ 

  ・ボードゲーム 

  ・ボッチャ（障がいの有無関係なくチーム編成）、その他知名度低いスポーツをやる 

  ・竹とんぼ（飛ばす場所の確保が必要） 

  ・けん玉 

  ・駅にチラシ等を掲示する 

  ・学生が来るきっかけづくり 

  ・草加市に住んでいないが、草加市に関係ある人（近所に行くのは恥ずかしい男性が多い） 

 

 〇 会議まとめ 熊谷市市民活動センター センター長 生越 康治 氏 

 みんなの保健室 陽だまりさんのご協力をいただいて、いつもは違う雰囲気で開催することができました。

また、他の市民活動の運営状況を現場で直接見て、聞くことで互いに学ぶことが多かったと思います。 

 次回以降のみんなでまちづくり会議についても、現場に赴き、直接見て、話し合いをすることを検討してい



ます。 


